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本報告書は、千葉大学大学院人文社会科学研究科研究プロジェクト「コミュニティと境
界」（2013～2014 年度）の研究成果である。メンバーは全て社会学を専門とし、社会学内
の各専門領域で各自の問題関心にもとづいて調査・研究を行っている。本研究プロジェク
トでは、社会学の基本的な概念の一つである「コミュニティ」を介して、それらの専門的・
個別的な研究を相互に横断する地平に気づき、各人の研究にフィードバックすることが一
つのねらいである。 
しかし「コミュニティ」という研究テーマでは、相互作用場面や集団、団体、地域、全
体社会などについて、それらの均質的・包摂的・統一的な位相の抽出や規範的な提示へと
短絡させることが懸念された。むしろ本研究プロジェクトの問題関心は、現代社会に遍在
する境界や境界づけられた場、境界づけられる局面などを把握し、それらの有り様をふま
えたうえで、境界の横断や境界づけられた場の包摂のあり方および可能性を検討すること
にある。 
そのようなことから本研究プロジェクトのテーマを「コミュニティと境界」とした。「境
界」は、2011 年度～2012 年度に米村千代教員を代表として実施され、2013 年 2 月に成果
報告書が刊行された研究プロジェクト「境界と差異の社会学」の問題関心の一部を継起す
るものでもある。本報告書に掲載されている論文のなかには、その研究プロジェクトにお
ける研究成果を起点とし、発展させたものも含まれている。米村教員は執筆者となってい
いないが、大学院生の研究および原稿執筆にあたり指導をいただいている。 
 
 
本報告書の各章は、プロジェクトのテーマに即しつつ各自の研究課題にもとづいてそれ
ぞれ独立して執筆されたものであるが、次のように分節化しつつ重なりをもつ。 
 
(1) 当事者と支援者をめぐる境界と相互関係 
 1 章～3 章は、本報告書ではもっともミクロな場面に着目したものであり、当事者と支援
者との関係に焦点がおかれている。 
1 章（山田）は「当事者」という用語を避けつつ、苦悩の経験を「当人」から「聴く」こ
とに焦点をあて、鷲田清一著『「聴く」ことの力―臨床哲学試論―』の検討を中心に考察を
進め、「聴き手が他者（当人）と出遭う空間」に迫っていく。 
 
  
 2 章（巻渕）は、子育てにおける親と親以外、母親と母親以外などの境界づけをふまえつ
つ、子育てを含む他者を支える営みをめぐる資質・能力のあり方に焦点をあてるものであ
る。nurturance（ナーチュランス）概念について社会学内外の先行研究を検討し、その資
質・能力に焦点をあてることによる社会分析の可能性を論じている。 
 3 章（出口）は、これまでの 2 章と次の 3 つの章を媒介する位置にある。障害者が施設か
ら出て地域で「自立生活」を営み始めたにも関わらず、ケアの制度化・市場サービス化が
進むことにより、むしろケア・支援の空間と、「健常者」の空間である「社会」との間に境
界が生まれていることが提示され、双方の空間を媒介しうる支援者のあり方に焦点があて
られていく。 
 
(2) ケアをめぐるフォーマルとインフォーマルの境界と重層性 
 4 章～6 章は、3 章（出口）でも考察されたケアの制度化・市場化について、制度外・市
場外の領域との関係を論じたものである。 
4 章（大浦）では、福祉領域における高齢者の社会参加や就労が前期高齢者による後期高
齢者の支援という「順繰り支援」でもありつつ、ソーシャル・ビジネスとしても期待され
るという多面性を持つものとして把握される。論文では、地域で成年後見人を受任してい
る独立型社会福祉士のうち、老年期の受任者らを対象とした調査にもとづき、生涯現役を
めざす就労継続要因を探る。 
 5 章（賀須井）は、子ども・子育て支援法など子育て領域におけるケアの社会化の進行に
着目し、それを単に家庭役割（性別役割分業）の軽減として捉えるのではなく、それらを
「子育て支援」と「子育て」との関係として措定し、両者の関係をめぐる考察視点につい
て松木洋介著『子育て支援の社会学』、井上清美著『現代日本の母親規範と自己アイデンテ
ィティ』を手がかりに探る。 
 6 章（清水）は、考察の対象について、福祉領域と、それら特定的な領域を含む包括的な
領域である地域社会とを横断する位置にある。論文は、高齢者福祉領域における市民活動
における介護保険サービスの実施などによる事業化や広域的なネットワーク化の進展が、
市民活動におけるコミュニティの特性にどのように作用するのかに焦点をあてるものであ
る。そこで、地域社会学における集団研究の刷新を図りつつ、ハイブリッド性を備えた事
業型 NPO の事例の検討を行う。 
 
(3) 地域における慣行・慣習・「伝統」と都市化・近代化 
7 章～8 章は地域コミュニティに焦点をあてたものである。 
 7 章（金沢）では、一つの家において 2002 年と 2014 年に行われた葬式を事例に、それ
らをめぐる組織や慣行に関する詳細な記述をふまえ、両者の比較から当該地域における「葬
式組」の消滅など葬送儀礼において顕在化した慣行・慣習の変容と、その背景にある当該
地域のコミュニティ意識との関係を考察する。 
  
 8 章（伊藤）は、地域社会や地域コミュニティに関するアプローチの一環としての都市祭
礼・祝祭論における「シンボル分析」の視点について検討している。地域社会学者である
田中重好『共同性の地域社会学』を起点としつつ、より一般的な社会学理論における「伝
統の創出」に関する議論を考察する。 
 
本報告書はコミュニティ論そのものを体系的に検討するものではないが、様々に境界づ
けられている現代社会における「コミュニティ」の困難性をふまえた論考は、社会学にお
けるコミュニティ概念の豊穣化に寄与するものと考える。 
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